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は
じ
め
に

一　

米
軍
の
軍
人
教
育
と
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
機
関

二　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
よ
る
軍
人
教
育
と
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム

三　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
よ
る
日
本
で
の
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
日
本
の
大
学
に
よ
る
米
兵
教
育
と
の
関
係
性

お
わ
り
に
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ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
軍
人
教
育
と
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

　
　
　
　
　
　

林　

雅
代　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
︵
以
下I.D

.

︶
の
開
設
と
終
焉
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
に
ア

メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
軍
人
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
日
本
や
韓
国
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
で
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵Far East Program
ま
た
はFar Eastern Program

︶
が
発
達
し
た
一
連
の
動
き
の
中
に
位
置
づ
け

る
試
み
で
あ
る
。

南
山
大
学I.D
.

は
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
五
日
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
史
料
的
に
確
認
で
き
る
が
、
一
九
四
九
年

秋
に
も
開
設
に
関
わ
る
動
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
終
焉
を
迎
え
た
と
見
ら
れ
る
の
は
、
一
九
五
九
年

頃
と
推
測
さ
れ
る︶

1
︵

。
し
か
し
、
そ
の
開
設
・
終
焉
と
も
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
開
設
に
関
わ
る
史
料
群
に
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
史
料
が
、
ま
た
終
焉
に
関
わ
る
史
料
群
に
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
へ
の
言
及
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
南
山
大
学I.D

.

を
、
こ
れ
ら
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
軍
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
第
二
次
大
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戦
後
の
極
東
地
域
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
と
の
関
係
か
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
第
一
次
大
戦
以
降
の
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
軍
人
教
育
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し

た
の
ち
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
よ
る
軍
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
、
極
東
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
遷
と
南
山
大
学I.D

.

の
動
き
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。ア

メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
軍
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
フ
ー
ル
ら
や
ベ
リ
ー
な
ど
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
与
し
た
当
事
者
に
よ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る︶

2
︵

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
を
特

に
事
例
と
し
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
ク
ラ
ッ
タ
ー
の
研
究
が
あ
る︶

3
︵

。
一
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

論
じ
た
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
の
研
究︶

4
︵

は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
一
次
史
料
を
用
い
て
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
軍
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
分

析
の
焦
点
で
は
な
い
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
言
及
は
少
な
い
。
ク
ラ
ッ
タ
ー
の
研
究
で
は
、
極
東
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
わ
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
側
の
史
料
や
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大

学
関
係
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
に
、
史
実
の
解
釈
の
妥
当
性
に
疑
問
が
残
る
部
分
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
筆
者
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
一
次
史
料
を
活
用
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
大
学
に
よ
る
極
東

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
を
分
析
す
る
こ
と
と
す
る︶

5
︵

。
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アメリカの高等教育機関による軍人教育と極東プログラムの展開

一　

米
軍
の
軍
人
教
育
と
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
機
関

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
工
業
化
や
都
市
化
、
移
民
の
増
加
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問

題
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
革
新
主
義
と
呼
ば
れ
る
社
会
改
革
運
動
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
中
に
、
ア
メ
リ
カ
国
家
の
統
一
性
を
重
視
す
る

動
き
か
ら
生
じ
た
軍
備
拡
張
の
も
と
で
、
軍
事
訓
練
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
六
年
国
防
法
︵N

ational D
efense A

ct 

of 1916

︶
に
よ
り
、
兵
士
が
一
般
市
民
と
し
て
の
生
活
の
中
で
軍
事
訓
練
と
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た︶

6
︵

。

第
一
次
大
戦
へ
の
ア
メ
リ
カ
参
戦
に
よ
り
、
米
軍
は
人
員
配
置
や
兵
士
の
訓
練
、
士
気
の
維
持
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
陸
軍
省
に
置
か
れ
た
教
育
特
別
訓
練
委
員
会
︵C

om
m

ittee on Education and Special Training

︶
は
、
高
等
教
育
機
関
な
ど
の

教
育
機
関
と
の
連
携
を
模
索
し
た
。

陸
軍
は
、
移
民
の
ア
メ
リ
カ
化
を
目
的
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
︵Y

M
C

A

︶
が
開
発
し
て
き
た
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
読

み
書
き
の
で
き
な
い
兵
士
の
教
育
に
採
用
し
た
り
、
兵
士
の
国
内
外
の
駐
屯
地
で
の
余
暇
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
にY

M
C

A

を

当
た
ら
せ
る
な
ど
し
た︶

7
︵

。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
﹁
教
育
緊
急
協
議
会
︵Em

ergency C
ouncil on Education, 

EC
E

︶﹂
は
、
教
育
特
別
訓
練
委
員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
当
た
っ
た︶

8
︵

。
終
戦
後
の
一
九
一
九
年
に
は
、
傷
痍
軍
人
の
た
め
の
職

業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
高
等
教
育
機
関
等
で
実
施
さ
れ
た
り
、
退
役
軍
人
に
対
す
る
復
員
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
で
教
育
訓
練
を

受
け
る
費
用
を
援
助
す
る
教
育
恩
典
法
が
、
諸
州
で
制
定
さ
れ
た︶

9
︵

。

こ
う
し
て
、
第
一
次
大
戦
に
よ
り
、
成
人
教
育
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
重
要
性
は
増
大
し
、
戦
後
は
大
学
拡
張
が
活
発
化
し
た
。

大
学
拡
張
の
活
動
は
、
内
務
省
教
育
局
に
設
け
ら
れ
た
教
育
拡
張
部
を
通
じ
て
、
連
邦
政
府
の
支
援
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
時

中
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
与
し
た
人
々
の
中
か
ら
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
、
成
人
男
性
の
教
育
訓
練
可
能
性
へ
の
認
識
を
強
め
、
戦
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後
の
成
人
教
育
運
動
を
主
導
す
る
者
も
現
れ
た︶

10
︵

。

大
恐
慌
期
に
は
、
連
邦
政
府
の
雇
用
政
策
の
一
環
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
一
九
四
一

年
の
第
二
次
大
戦
へ
の
参
戦
を
機
に
、戦
時
体
制
に
即
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
切
り
替
わ
っ
て
い
っ
た
。
軍
需
産
業
の
拡
大
を
背
景
に
、

一
九
四
二
年
、
戦
時
労
働
力
委
員
会
︵W

ar M
anpow

er C
om

m
ission

︶
が
設
立
さ
れ
、
科
学
技
術
の
教
育
を
受
け
た
大
量
の
労
働
者

の
迅
速
な
育
成
が
実
施
さ
れ
、
高
等
教
育
機
関
も
そ
の
実
施
に
活
用
さ
れ
た︶

11
︵

。
中
で
も
、
工
学
・
科
学
・
経
営
学
戦
時
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
︵Engineering, Science and M

anagem
ent W

ar Training Program
, ESM

W
T

︶
は
、
連
邦
教
育
省
︵D

epartm
ent of Education

︶
が

全
国
二
五
〇
の
大
学
で
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
民
間
人
が
生
産
性
の
向
上
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
、
三
个
月
な
い
し
は

六
个
月
で
履
修
し
た
。
多
く
の
大
学
で
こ
の
運
営
に
あ
た
っ
た
の
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
工
学
部
で
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
か
ら

一
九
四
三
年
に
か
け
て
は
、
八
〇
万
人
が
こ
う
し
た
課
程
を
履
修
し
た︶

12
︵

。

民
間
人
の
戦
時
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
、
兵
士
に
対
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
、
高
等
教
育
機
関
が
活
用
さ
れ
た
。
予
備

役
将
校
の
育
成
を
国
有
地
交
付
大
学
に
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵R

eserve O
fficers

＇ Training C
orps, R

O
TC

︶
は
、
す
で
に
一
九
二
〇
年

国
防
法
︵N

ational D
efense A

ct of 1920

︶
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
、実
施
さ
れ
て
い
た
が︶

13
︵

、よ
り
多
く
の
将
校
の
迅
速
な
育
成
の
た
め
に
、

陸
軍
専
門
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵A

rm
y Specialized Training Program

, SATC

︶
や
海
軍
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
、
高
等
教
育
機
関
で

実
施
さ
れ
た︶

14
︵

。

国
内
外
の
米
軍
基
地
に
駐
留
す
る
兵
士
た
ち
が
、
余
暇
に
行
う
教
育
活
動
も
組
織
化
さ
れ
た
。
全
米
大
学
拡
張
協
会
︵N

ational 

U
niversity Extension A

ssociation, N
U

EA

︶
と
ア
メ
リ
カ
教
育
協
議
会
︵A

m
erican C

ouncil on Education, A
C

E

︶
は
、
連
邦
政
府
の

戦
時
動
員
に
積
極
的
に
応
じ
、
一
九
四
二
年
四
月
に
始
動
し
た
陸
軍
研
修
所
︵A

rm
y Institute

︶
の
陸
軍
兵
士
に
対
す
る
大
規
模
な
通

信
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
し
た
。
陸
軍
研
修
所
は
、
翌
年
に
は
米
軍
研
修
所
︵U

nited States A
rm

ed Forces Institute, U
SA

FI

︶
と
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名
称
を
変
え
、
陸
軍
以
外
に
も
対
象
を
広
げ
た
。U

SA
FI

は
、
大
学
一
、二
年
制
課
程
の
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
、U

SA
FI

が
独

自
に
開
発
し
た
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
形
態
と
、
各
大
学
の
協
力
に
よ
っ
て
提
供
す
る
形
態
と
が
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

高
校
や
大
学
で
の
単
位
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
タ
イ
ラ
ー
︵R

alph Tyler

︶
に
よ
っ
て
、
コ
ー
ス
修
了

時
に
合
否
を
判
定
す
る
た
め
の
試
験
︵G

eneral Educational D
evelopm

ent Test, G
ED

︶
が
開
発
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、

U
SA

FI

提
供
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
テ
ス
ト
の
成
績
と
コ
ー
ス
受
講
の
正
式
な
記
録
に
基
づ
い
て
、
兵
士
が
大
学
等
に
入
学
し
た
際

に
単
位
認
定
で
き
る
よ
う
、
そ
の
手
続
き
を
示
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
︵A G

uide to Evaluation M
ilitary Service Experience

︶
が
作
成

さ
れ
た
。
こ
の
手
続
き
の
た
め
、U

SA
FI

が
成
績
や
受
講
記
録
を
保
存
す
る
と
い
う
必
要
性
か
ら
、
一
九
四
五
年
に
、A

C
E

に
従
軍

経
験
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
委
員
会
︵C

om
m

ission on A
ccreditation of Service Experience

︶
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
各
大
学
の
協
力
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
るU

SA
FI

の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
大
学
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
部
門
を
持
ち
、
通
信
教
育
で
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。
大
学
の
選
定
の
基
準
と
し

て
は
、N

U
EA

の
会
員
校
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
一
九
四
〇
年
に
通
信
教
育
で
一
〇
〇
名
以
上
の
受
講
者
が
あ
り
地
区
ア
ク
レ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン
団
体
に
認
可
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
、
一
〇
六
の
教
育
機
関
がU

SA
FI

へ
の
参
加

を
認
め
ら
れ
、
七
九
校
が
実
際
に
通
信
教
育
の
コ
ー
ス
提
供
を
行
っ
た︶

15
︵

。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
以
降
、
軍
人
教
育
を
め
ぐ
っ
て
米
軍
と
高
等
教
育
機
関
と
の
関
係
が
深
化
し
、
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
部
門
を
中
心
と
し
た
戦
後
の
成
人
教
育
拡
大
を
経
由
し
な
が
ら
、
第
二
次
大
戦
時
に
は
高
等
教
育
機
関
が
戦
時
体
制
に
積
極
的
に
協

力
し
、
軍
人
教
育
、
と
り
わ
け
従
軍
中
の
兵
士
の
教
育
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

米
軍
と
高
等
教
育
機
関
の
こ
の
よ
う
な
連
携
は
、
第
二
次
大
戦
後
も
形
を
変
え
て
継
続
し
た
。
と
い
う
の
も
、
一
九
四
四
年
退
役

軍
人
援
助
法
︵Servicem

an

＇s R
eadjustm

ent A
ct of 1944 , G

I B
ill

︶
の
実
施
に
よ
り
、
第
二
次
大
戦
に
参
戦
し
復
員
し
た
人
々
に
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対
し
て
教
育
訓
練
の
恩
典
が
与
え
ら
れ
る
際
に
、
高
等
教
育
機
関
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
で
な
く︶

16
︵

、
米
軍
、
特
に

一
九
四
七
年
に
陸
軍
か
ら
独
立
し
た
空
軍
が
、
現
役
将
校
の
教
育
水
準
の
向
上
を
図
っ
て
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
将
校
の
委
託
や
、
大

学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
門
の
公
開
講
座
や
通
信
教
育
を
利
用
し
た
た
め
で
あ
る
。
特
に
空
軍
で
は
、
一
九
四
六
年
に
連
邦
議
会
で
承

認
さ
れ
た
一
般
大
学
委
託
教
育
制
度
を
活
用
し
て
、
一
九
四
七
年
と
一
九
四
八
年
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
約
一
〇
〇
〇
人
の
将
校
を
学

士
号
取
得
の
た
め
に
高
等
教
育
機
関
に
派
遣
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
は
予
算
を
削
減
さ
れ
る
な
ど

し
て
規
模
が
縮
小
し
た
。
ま
た
、
各
軍
と
も
、
将
校
や
下
士
官
に
対
し
て
、
余
暇
に
付
近
の
高
等
教
育
機
関
に
通
う
こ
と
を
奨
励
し
た
。

特
に
空
軍
で
は
、﹁
ブ
ー
ツ
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
戦
﹂
と
称
し
て
、
こ
れ
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
中
に
開
設
さ

れ
たU

SA
FI

で
の
通
信
教
育
は
、
戦
後
も
維
持
さ
れ
た︶

17
︵

。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
現
役
将
校
の
教
育
が
展
開
す
る
過
程
で
、
特
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
や
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
海
外
の
米
軍
基
地
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な

事
情
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
よ
る
軍
人
教
育
と
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
二
次
大
戦
後
の
米
軍
に
お
け
る
兵
士
の
教
育
は
、
い
っ
そ
う
拡
大
し
た
。
特
に
、
一
九
四
八
年
五
月
の
陸
軍
省
の
覚
え
書
き
︵W

ar 

D
epartm

ent M
em

orandum
 85 -49 -1

︶
に
よ
っ
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
教
育
機
関
の
コ
ー
ス
受
講
を
希
望
す
る
陸
軍
軍
人
に
対

し
て
、
受
講
料
の
補
助
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た︶

18
︵

。

米
軍
は
、
戦
後
当
初
は
少
な
く
と
も
二
年
間
の
大
学
課
程
修
了
を
、
そ
の
後
は
学
士
号
を
、
将
校
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
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た
め
、
軍
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
し
な
が
ら
、
高
等
教
育
の
機
会
を
求
め
る
軍
人
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た︶

19
︵

。
将
校
に
対
し

て
学
士
号
取
得
が
正
式
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
一
九
五
五
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た︶

20
︵

。

ま
た
、
米
軍
研
修
所
︵U

SA
FI

︶
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
八
年
に
か
け
て
拡
大
す
る
一
方
で
、U

SA
FI

自
体

は
受
講
し
た
コ
ー
ス
の
単
位
を
認
定
す
る
機
関
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
協
力
す
る
高
等
教
育
機
関
は
、
単
位

認
定
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た︶

21
︵

。

 

こ
う
し
た
中
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
で
は
、
学
内
外
か
ら
の
圧
力
の
も
と
、
一
九
四
七
年
に
教
育
学
部
︵C

ollege of Education

︶

の
中
に
、
米
軍
基
地
を
含
む
州
内
の
各
地
で
、
多
く
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
︵C

ollege of Special and 

C
ontinuing Studies, C

SC
S

︶
が
設
け
ら
れ
た
。
教
育
学
部
は
、
従
来
教
員
養
成
に
関
わ
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。C

SC
S

に
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
入
学
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
人
た
ち
の
た
め
の
、
一
般
教
育
部

︵D
ivision of G

eneral Studies

︶
も
設
け
ら
れ
た
。
一
九
四
九
年
に
は
、C

SC
S

は
教
育
学
部
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
な
り
、
同
年
、
西

ド
イ
ツ
の
米
軍
基
地
で
高
等
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
開
始
し
た︶

22
︵

。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
、
軍
人
教
育
に
関
与
し
始
め
た
の
は
、
戦
時
下
の
陸
軍
専
門
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵SATC

︶
の
実
施
機
関

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
た︶

23
︵

。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
は
、
主
要
な
州
立
大
学
が
参
加
し
たU

SA
FI

の
実
施
機
関
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い︶

24
︵

。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
自
体
は
古
い
歴
史
を
持
つ
も
の
の
、N

U
EA

に
加
盟
す
る
の
は
、

一
九
四
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た︶

25
︵

。
こ
のN

U
EA

へ
の
加
盟
が
、SATC
実
施
と
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
不
明
で
あ
る
。SATC

が
終
了
と
な
っ
た
一
九
四
四
年
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
引
き
継
い
で
、
軍
や
将
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
つ
、

軍
事
科
学
部
︵C

ollege of M
ilitary Science

︶
がR

O
TC

ス
タ
ッ
フ
を
結
集
し
て
設
け
ら
れ
た︶

26
︵

。
軍
事
科
学
部
は
、
一
九
五
八
年
に

C
SC

S

に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
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C
SC

S

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
当
初
か
ら
多
く
の
受
講
者
を
集
め
た
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
太
平
洋
地
域
で
の
入
学
者
数
は

非
常
に
多
く
、
例
え
ば
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
四
年
の
年
度
で
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
各
学
部
入
学
者
合
計
が
九
〇
〇
三
名
、
専
門
大
学
院
の
あ
る
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
七
六
五
名
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

C
SC

S

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
太
平
洋
部
門
は
九
八
九
五
名
で
あ
り
、
州
内
の
入
学
者
の
合
計
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
入
学
者
を
集
め
て
い

た︶
27
︵

。

C
SC

S

の
成
功
の
理
由
と
し
て
、
ハ
ジ
ン
ズ
は
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
で
も
す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
正
規
の
単
位
︵resident 

credit

︶
を
付
与
し
た
こ
と
に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
他
大
学
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
、
夜
間

や
週
末
に
キ
ャ
ン
パ
ス
外
で
行
わ
れ
る
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
門
や
継
続
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
単
位
し
か
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
九
五
三
年
以
降
、C

SC
S

は
さ
ら
に
組
織
的
成
長
を
見
、
従
来
の
よ
う
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が
、
受
講
生

に
対
し
て
学
位
を
授
与
す
る
の
で
は
な
く
、C

SC
S

自
体
が
学
位
を
授
与
す
る
機
関
と
な
っ
た︶

28
︵

。
こ
の
背
景
に
は
、
中
部
大
西
洋
沿
岸

諸
州
大
学
中
等
学
校
連
盟
︵M
iddle States A

ssociation of C
olleges and Secondary Schools

︶
が
一
九
五
三
年
に
出
し
た
報
告
書
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、C

SC
S

が
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
内
外
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た︶

29
︵

。

一
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
が
、
軍
人
教
育
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、
第
二
次
大
戦
開
戦
か

ら
間
も
な
い
時
期
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
教
育
協
議
会
︵A

C
E

︶
は
、
一
九
四
二
年
に
設
立
さ
れ
た
戦
時
労
働
力
委
員
会
の
下
部
組
織

の
、
戦
争
目
的
の
た
め
の
大
学
活
用
に
関
す
る
特
別
委
員
会
︵Special C

om
m

ittee on the U
tilization of C

olleges and U
niversities for 

Purposes of the W
ar

︶
か
ら
の
提
言
を
受
動
的
に
待
つ
だ
け
で
な
く
、
自
ら
連
邦
政
府
に
対
す
る
高
等
教
育
の
関
係
に
関
す
る
委
員
会

︵C
om

m
ittee on the R

elationships of H
igher Education to the Federal G

overnm
ent

︶
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
総
長
の
ス
プ
ロ
ー
ル
︵R

obert G
. Sproul

︶
で
あ
っ
た︶

30
︵

。

第
二
次
大
戦
下
、
軍
需
産
業
の
拡
大
は
、
特
に
航
空
産
業
で
膨
大
な
人
材
訓
練
の
必
要
性
を
も
た
ら
し
、
そ
の
中
心
地
で
あ
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
そ
の
人
材
育
成
の
対
応
に
高
等
教
育
機
関
が
迫
ら
れ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
、
そ
の
対
応
と
し
て
最
も
大

規
模
に
展
開
さ
れ
た
の
が
、
工
学
・
科
学
・
経
営
学
戦
時
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵ESM

W
T

︶
で
あ
っ
た︶

31
︵

。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
時
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
長
で
あ
っ
た
の
は
、
ラ
ケ
ス
ト
ロ
ウ
︵B

oyd B
. 

R
akestraw

︶
で
あ
っ
た
。
工
学
部
︵D

epartm
ent of Engineering

︶
で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
始
め
た
が
、
こ
の
二
つ
の
組
織
の
間
で
葛
藤
が
生
じ
た
。
こ
の
葛
藤
は
解
消
さ
れ
ず
、
結
局
、ESM

W
T

は

完
全
に
工
学
部
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た︶

32
︵

。

ESM
W

T

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
失
敗
に
よ
り
、
ス
プ
ロ
ー
ル
総
長
は
、
ウ
ッ
ズ
︵B

aldw
in M

. W
oods

︶
を
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
新

た
な
長
に
抜
擢
し
た
。
ウ
ッ
ズ
は
、
機
械
工
学
の
専
門
家
で
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
戦
争
協
議
会
︵W

ar C
ouncil

︶
の
副
委

員
長
で
も
あ
っ
た︶

33
︵

。

ウ
ッ
ズ
は
、ESM

W
T

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
始
ま
っ
た
職
業
訓
練
が
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
主
催
の
も
と
で
戦
後
も
継
続
さ
れ

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
連
邦
政
府
のESM

W
T

に
関
す
る
諮
問
委
員
会
︵N

ational A
dvisory C

om
m

ittee on ESM
W

T

︶
の
委
員

で
も
あ
っ
た
で
あ
っ
た
彼
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
計
画
を
知
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、

工
学
や
経
営
学
の
領
域
に
急
速
に
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
に
な
る︶

34
︵

。
ま
た
、
彼
は
、ESM

D
T

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
人
の
職
業
教
育
の
モ
デ

ル
的
形
態
と
考
え
る
、
継
続
教
育
、
特
に
専
門
職
の
継
続
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
り
、
連
邦
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
。
彼
は
、
戦
後
の
継
続
職
業
教
育
運
動
の
全
米
的
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
と
と
も
に
、
戦
後
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
と
っ
て
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
重
要
性
か
ら
、
一
九
五
一
年
に
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
担
当
の
副
総
長
と
な
っ
た︶

35
︵

。
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
は
、
ま
た
、ESM

W
T

以
外
に
、U

SA
FI

に
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で

は
、
特
に
通
信
教
育
部
門
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
入
学
者
数
は
一
九
四
二
年
︲
一
九
四
三
年
の
八
〇
〇
〇
人
か
ら
、
一
九
四
四
年
︲

一
九
四
五
年
に
は
二
万
六
〇
〇
〇
人
に
ま
で
増
加
し
た︶

36
︵

。

こ
の
よ
う
に
、
連
邦
政
府
の
戦
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
に
、
一
九
四
九
年
九
月
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
同
様
の
海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
極
東
地
域
で
実
施
す
る
よ
う
、
米
軍
か
ら
要

請
が
な
さ
れ
た︶

37
︵

。
こ
の
要
請
は
、
ウ
ッ
ズ
や
ラ
ケ
ス
ト
ロ
ウ
、
ス
プ
ロ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
、
採
算
が
合
う
こ
と
が
見

込
ま
れ
た
上
で
、
一
九
五
〇
年
四
月
一
七
日
、
総
長
名
で
学
内
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
が
公
表
さ
れ
た︶

38
︵

。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
よ
る
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
い
く
つ
か
の
点

で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
現
地
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
任
命
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
完
全
な
権
限

を
与
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
は
、
バ
ー
ク
レ
イ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
本
部
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
制
や

日
常
的
な
運
営
に
至
る
ま
で
の
責
任
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
示

し
て
い
た
よ
う
な
、
米
軍
の
ニ
ー
ズ
や
要
求
に
応
じ
よ
う
と
い
う
熱
意
や
関
与
を
欠
い
て
お
り
、
文
理
学
部
︵C

ollege of Letters and 

Science

︶
の
学
士
号
に
つ
な
が
る
最
初
の
二
年
課
程
に
し
か
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
学
士
号
を
得
る
た
め
に
は
、
受
講

者
は
他
の
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
教
育
機
関
で
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た︶

39
︵

。

第
二
の
違
い
と
し
て
、ク
ラ
ッ
タ
ー
は
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
で
は
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
に
はX

の
マ
ー
ク
が
あ
り
、

学
士
号
取
得
に
は
、X

の
数
が
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
規
定
で
は
、

州
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
で
履
修
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、
正
規
の
授
業
︵resident instruction

︶
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る︶

40
︵

。

し
か
し
、ク
ラ
ッ
タ
ー
の
こ
の
指
摘
は
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
史
料
に
即
せ
ば
、正
し
く
は
な
い
。
実
際
に
は
、
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
て
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
そ
の
運
営
に
当
た
る
だ
け

で
あ
っ
た
。
授
業
担
当
者
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
の
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
正
規
の
教
員
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
州
内

と
違
わ
な
い
教
育
が
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る︶

41
︵

。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
厳
格
な
単
位
付
与
の
方
が
、
受
講
生
に
資
す
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
の
運
営
に
現
地
で
当
た
っ
て
い
た
ラ
ケ
ス
ト
ロ
ウ
が
、
米
軍
の
要
請
を
す
べ
て
満
た
そ
う
と
す
る
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
大
学
の
や
り
方
を
批
判
し
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
︵G

H
Q

︶
は
堅
実
な
教
育
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
の
慎
重
な
や
り
方
に
、
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
窺
え
る︶

42
︵

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
違
い
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
の
開
始
後
初
期
の
段
階
で
は
、
特
に
大
き
な
問
題
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
受
講
生
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
空
軍
軍
人
が
、
空
軍
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
カ
レ
ッ
ジ
の
二
年
間

の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
修
了
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
は
妥
当
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
、
数
年
の
う
ち
に
空
軍
は
要
求
を
引
き
上
げ
、
一
九
五
五
年
八
月
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の
士
官
に
学
士
号
を
、
ま
た
す
べ
て
の
一

等
兵
に
カ
レ
ッ
ジ
二
年
課
程
と
同
等
の
レ
ベ
ル
の
教
育
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
の
違
い
を
、
引
き
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た︶

43
︵

。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
たC

SC
S

が
、
一
九
五
三
年
以
降
独
立

性
を
高
め
、
独
自
に
学
士
号
を
授
与
す
る
機
関
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
米
軍
か
ら
の
要
請
に
応
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
は
、
戦
時
中
か
ら
既
に
学
士
号
を
持
つ
成
人
の
た
め
の
職
業
教
育
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
学
位
授
与

に
は
厳
密
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
統
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
内
部
に
学
位
を
授
与
す
る
ユ
ニ
ッ

ト
を
設
立
す
る
と
い
う
可
能
性
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る︶

44
︵

。
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つ
い
に
一
九
五
六
年
六
月
一
三
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
は
、
そ
れ
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
の
改
善
を
図
り
、
学
部
の
三
・

四
年
次
の
課
程
︵upper division

︶
の
コ
ー
ス
も
い
く
ら
か
導
入
し
て
き
た
が
、
特
に
空
軍
か
ら
の
完
全
な
学
士
号
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
立

の
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
九
五
六
年
の
九
月
か
ら
他
の
大
学
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
、
と
関

係
者
に
通
知
し
た︶

45
︵

。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
総
長
間
で
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
、
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
正
式

な
移
管
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
五
六
年
九
月
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
最
初
の
コ
ー
ス
を
開
講
し
た︶

46
︵

。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
よ
る
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
地
で
あ
る
日
本
の
大
学
に
よ
る
米
兵
教
育
の
展
開

と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

三　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
よ
る
日
本
で
の
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

　
　

日
本
の
大
学
に
よ
る
米
兵
教
育
と
の
関
係
性

﹁
は
じ
め
に
﹂
で
述
べ
た
よ
う
に
、
南
山
大
学I.D

.

の
開
設
に
関
わ
る
史
料
群
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
の
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
終
焉
に
関
わ
る
史
料
に
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
南
山

I.D
.

史
料
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
よ
る
日
本
で
の
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
と
、
南
山
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
大
学

に
よ
る
米
兵
教
育
の
展
開
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

南
山I.D

に
い
っ
た
ん
開
設
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
九
四
九
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
八

日
付
の
パ
ッ
ヘ
学
長
か
ら
ア
メ
リ
カ
連
邦
教
育
省
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
草
稿
に
は
、
同
年
九
月
二
三
日
付
で
第
五
空
軍
よ
り
名
古
屋

周
辺
に
駐
留
す
る
米
兵
へ
の
コ
ー
ス
提
供
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
南
山
大
学
を
連
邦
教
育
省
が
発
行
す
るAccredited H

igher 



193

アメリカの高等教育機関による軍人教育と極東プログラムの展開

Institutions

ブ
リ
テ
ン
に
リ
ス
ト
す
る
よ
う
要
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る︶

47
︵

。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が
、
米
軍
よ
り
極
東
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
請
を
受
け
た
の
も
、
同
じ
一
九
四
九
年
九
月
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、

第
二
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
上
智
大
学
国
際
部
が
発
足
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り︶

48
︵

、
米
軍
が
日
本
に
駐
留
す
る
米
兵
に
教
育
を

提
供
す
る
可
能
性
の
あ
る
大
学
に
対
し
て
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
連
邦
政
府
の
戦
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

委
託
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
に
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
等
か
ら
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た

と
見
ら
れ︶

49
︵

、
戦
後
も
引
き
続
き
こ
う
し
た
方
針
が
維
持
さ
れ
た
た
め
に
、
南
山
大
学
は
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と
、
パ
ッ
ヘ
が

主
張
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
九
四
九
年
のI.D

.

開
設
の
動
き
は
、
そ
の
後
史
料
的
に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
極
東
プ
ラ
ン

と
の
関
係
か
ら
、
こ
の
と
きI.D

.

の
開
設
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
極

東
プ
ラ
ン
は
、
米
軍
、
特
に
空
軍
の
ニ
ー
ズ
を
精
査
し
た
上
で
、
一
九
五
〇
年
の
開
設
当
初
に
名
古
屋
に
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る︶

50
︵

。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
は
、
当
初
、
上
智
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
既
に
二
年
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

京
で
の
開
講
は
望
ま
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が︶

51
︵

、
最
終
的
に
は
東
京
を
含
め
、
日
本
本
土
で
は
七
カ
所
︵
横

浜
、
名
古
屋
、
東
京
、
立
川
、
横
田
、
大
阪
、
仙
台
︶
で
開
講
し
た︶

52
︵

。
も
し
南
山I.D

.

が
実
現
に
向
か
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
は
、
名
古
屋
で
の
開
講
の
必
要
性
を
も
っ
と
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
が
、
名
古
屋
で
い
つ
ま
で
継
続
し
た
か
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
史
料
で
は
確
認

で
き
な
い
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
引
き
継
ぐ
以
前
の
一
九
五
五
年
秋
時
点
で
、
既
に
名

古
屋
で
は
開
講
し
て
い
な
い︶

53
︵

。
し
た
が
っ
て
、
一
九
五
三
年
秋
か
ら
の
南
山I.D

.
の
開
講
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
の
名
古
屋
で

の
閉
鎖
を
背
景
と
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
だ
ろ
う
。
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一
九
五
二
年
、
連
邦
議
会
は
、
米
兵
が
余
暇
に
行
う
教
育
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
受
講
料
の
補
助
を
削
減
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
こ
の
た
め
、
受
講
料
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
で
は
、
受
講
生
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
た︶

54
︵

。
教

員
の
派
遣
に
か
か
る
費
用
等
を
考
慮
し
て
、
閉
鎖
で
き
る
拠
点
は
閉
鎖
す
る
と
い
う
措
置
は
取
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
九
五
三
年
六
月
に
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学C

SC
S

に
よ
り
、
一
連
の
世
界
空
軍
教
育
会
議
︵W

orldw
ide A

rm
ed Forces 

Education C
onferences

︶
が
開
催
さ
れ
、
米
軍
と
世
界
各
国
の
民
間
の
教
育
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
運
営
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い
る︶

55
︵

。
こ
う
し
た
情
報
交
換
の
機
会
を
通
じ
て
、
名
古
屋
で
米
兵
教
育
を
担
う
こ
と
の
可
能

な
大
学
の
存
在
が
、
浮
上
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

南
山
大
学
史
料
室
に
は
、I.D

.
の
開
設
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
、
受
講
生
の
出
欠
状
況
や
成
績
等
を
管
理
す
る
た
め
の
文
書
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
案
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
作
成
上
参
照
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
文
書
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
が
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る︶

56
︵

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
南
山I.D

.

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
プ
ラ
ン
を
参
照
し
て
実
施
さ
れ
た

と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

南
山I.D

.

で
は
、
開
講
後
数
年
経
っ
た
一
九
五
六
年
頃
に
、
受
講
生
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る︶

57
︵

。
こ
れ
は
、
一
九
五
五
年
八
月
、
空

軍
が
、
士
官
や
一
等
兵
に
対
す
る
学
士
号
取
得
等
の
要
求
を
強
め
た
動
き
の
反
映
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
こ

と
は
、
南
山I.D

.

に
も
、
単
に
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
士
号
授
与
課
程
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。I.D

.

受
講
生
の
学
士
号
取
得
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
起
こ
っ
た
の
が
一
九
五
七
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
う
し

た
動
き
と
符
号
す
る
も
の
で
あ
ろ
う︶

58
︵

。

以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
を
含
め
、
南
山I.D

.

で
は
、
そ
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
、
一
九
五
九
年
か
ら

一
九
六
〇
年
頃
に
か
け
て
、
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
関
連
史
料
に
は
、I.D

.

の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
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テ
ー
シ
ョ
ン
が
謳
わ
れ
て
い
る︶

59
︵

。
し
か
し
、I.D

.

と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
の
関
係
性
を
示
唆
す
る
史
料
は
、
そ
れ
以
外
に
は
確
認
で

き
て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
後I.D

.

の
史
料
そ
の
も
の
が
途
絶
え
て
い
る
。I.D

.

の
終
焉
時
に
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
の
何
ら
か
の
関

係
性
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
第
一
次
大
戦
以
降
、
高
等
教
育
機
関
で
連
邦
政
府
の
軍
事
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
し
て
き
た
流
れ
の
中
に
、
多
く
の
米

兵
が
駐
留
す
る
戦
後
日
本
で
の
大
学
に
よ
る
軍
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
き
た
。

第
二
次
大
戦
を
挟
ん
だ
時
期
に
起
こ
っ
た
の
は
、
高
等
教
育
機
関
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
展
開
し

た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
米
兵
の
教
育
が
単
な
る
恩
典
や
余
暇
活
動
と
い
う
以
上
に
、
米
軍
の
戦
力
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
、
単
位
や
、
ひ
い
て
は
学
士
号
の
取
得
を
目
指
す
べ
き
も
の
と
な
る
と
い
う
変
化
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
は
、
連
邦
政
府
と
の
関
係
が
深
化
す
る
中
で
、
単
位
や
学
位
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
る
事
態
で
あ

っ
た
。
軍
事
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
的
に
担
っ
た
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
門
や
そ
こ
で
付
与
さ
れ
る
単
位
と
、
正
規
課
程
と
の
関

係
性
も
ま
た
、
問
わ
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
米
軍
が
海
外
に
常
駐
す
る
と
い
う
新
し
い
状
況
の
出
現
が
、
さ
ら
に
複
雑
な
問

題
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
産
物
の
一
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
や
現
地
の
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
米
兵
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
っ
た
。

高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
軍
事
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
も
多
い
。
そ
の
さ
ら
な
る
解
明
を
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。
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Training of Military Personnel at American Universities and
the Development of the Far East Command Program in Japan

HAYASHI Masayo

Abstract

　This paper explores to view the opening and closing of Nanzan International 

Division in the context that training programs of military personnel at American 

universities since the World War I. Such programs were also held in the Far East 

after World War II where U.S. Armed Forces were stationed, which seems to relate 

to Nanzan International Division.

　Wartime programs during and after World War I brought the expansion of the 

university extension movement. The Great Depression made American universities 

more actively adaptive to unemployment problems. The following World War 

II replaced them to wartime manpower problems, and some universities began 

extension programs for military personnel.

　Federal needs for training military personnel by cooperative universities even 

expanded because USAF hoped to raise its officers’ educational standards. Military 

training programs were operated worldwide, and the Far East Command program 

was held in Japan in cooperation with some American and Japanese universities.


